
〈
本
年
度
の
目
標
〉

一
、
同
窓
会
会
報
の
作
成

二
、
新
入
会「
同
窓
会
・
三
敬
会
」ク
ラ
ス
代
表
幹
事
の
選
定

三
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ

四
、
優
秀
学
生
の
表
彰

切
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
二
十
六
年
四
月
よ
り

上
野
憲
示
先
生
が
学
校
法
人
宇
都
宮
学
園
理
事
長
及

び
文
星
芸
術
大
学
学
長
に
専
念
さ
れ
る
こ
と
で
私
が

校
長
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
や
、
本
校
の
同
窓
生
は
三
万
二
千
名
を
超
え
て

お
り
ま
す
。
学
科
も
、
英
進
科
・
普
通
科
・
総
合

ビ
ジ
ネ
ス
科
の
三
科
と
な
り
、
さ
ら
に
普
通
科
は
進

学
・
総
合
・
美
術
デ
ザ
イ
ン
の
三
コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
三
敬
精
神
の
具
現
化
を
目
標

に
、
自
分
の
可
能
性
の
発
見
に
重
き
を
置
い
た
教
育

活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

英
進
科
・
普
通
科
進
学
コ
ー
ス
で
は
国
立
大
学
や

難
関
私
立
大
学
等
へ
の
進
学
指
導
に
力
を
注
ぎ
、
東

大
や
京
大
へ
の
合
格
者
を
輩
出
す
る
な
ど
、
進
学
実

績
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
総
合
コ
ー
ス
や
総

合
ビ
ジ
ネ
ス
科
で
は
各
自
の
興
味
関
心
に
応
じ
た
選

択
科
目
授
業
を
多
く
導
入
す
る
な
ど
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
充
実
に
力
を
入
れ
て
資
格
取
得
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
指
導
を
展
開
し
、
高
い
評
価
を
受
け

て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
美
術
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
で
は
文
星
芸
大

と
の
連
携
授
業
を
組
ん
で
、
著
名
な
教
授
陣
に
よ
る

専
門
性
の
高
い
授
業
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
体
制
を

整
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
教
育
シ
ス
テ
ム
の
改
革
を
進

め
な
が
ら
、
建
学
以
来
連
綿
と
続
い
て
い
る
三
敬
精

神
を
本
校
の
人
間
教
育
の
根
幹
を
な
す
も
の
と
捉
え

て
、
先
輩
方
と
同
様
に
社
会
の
た
め
に
奉
仕
す
る
人

間
と
な
る
よ
う
そ
の
育
成
に
全
職
員
で
努
め
て
お
り

ま
す
。

　

今
年
度
、
平
成
十
七
年
開
校
の
附
属
中
学
校
か
ら

女
子
生
徒
が
入
学
し
、
そ
れ
に
伴
い
男
子
生
徒
の

ワ
イ
シ
ャ
ツ
を
白
色
に
変
更
い
た
し
ま
し
た
。
今
ま

で
の
「
文
星
附
属
高
」
か
ら
更
に
前
進
す
る
た
め
の

一
歩
と
し
て
期
待
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
母
校
文
星
芸
大
附
属

高
校
の
更
な
る
躍
進
の
た
め
に
ご
支
援
ご
尽
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
度
よ
り
「
文
星
芸
術
大
学
附
属
高
等
学
校
」
へ
と

校
名
を
変
更
し
、
進
学
指
導
に
も
力
を
入
れ
、
東
京

大
を
は
じ
め
と
す
る
国
公
立
大
学
や
難
関
私
立
大
学

に
多
数
の
合
格
者
を
輩
出
す
る
と
い
う
実
績
を
上
げ

て
も
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
法
人
宇
都
宮
学
園
は
、
今
や
「
文
星

芸
術
大
学
・
大
学
院
」
「
宇
都
宮
文
星
短
期
大
学
」

「
宇
都
宮
文
星
女
子
高
等
学
校
」
「
文
星
芸
術
大
学

附
属
中
学
校
」
を
併
せ
て
総
合
学
園
と
し
て
活
力
に

満
ち
溢
れ
、
地
域
の
期
待
に
応
え
る
「
人
づ
く
り
の

文
星
」
と
し
て
歩
ん
で
お
り
ま
す
。

　

し
か
も
、
建
学
の
精
神
で
あ
り
校
訓
で
も
あ
る

「
一　

自
己
を
敬
え　

一　

他
人
を
敬
え　

一　

仕

事
を
敬
え
」
の
三
敬
の
教
え
は
、
人
間
の
在
り
方
・

生
き
方
を
教
え
て
く
れ
る
不
変
の
真
理
で
あ
り
、
品

位
と
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
精
進
す
る
若
者
の
育
成
に

多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
以
上
の
よ
う
な
発
展
の
礎
を
築
い
て
こ

ら
れ
た
の
は
、
本
校
卒
業
の
先
輩
諸
氏
や
学
園
有
縁

の
多
く
の
方
々
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
、
在
校
生
た
ち
の
心
の
支
え

と
な
り
、
時
に
は
師
と
な
り
友
と
な
っ
て
励
ま
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
文
星
芸
大
附
属
高
校
の
み
な

ら
ず
「
文
星
」
グ
ル
ー
プ
の
教
育
に
ご
理
解
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
「
文
星
」
の
名
を
一
つ
の
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
広
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
の
栄
光
あ
る
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
益
々

の
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

あ
の
東
日
本
大
震

災
が
あ
っ
た
二
〇
一

一
年
の
秋
に
同
窓
会

を
は
じ
め
多
く
の
関

係
者
の
方
々
に
ご
出

席
い
た
だ
い
て
創
立
百
周
年
記
念
式
典
を
盛
大
に
挙

行
し
、
次
の
百
年
に
向
け
て
新
た
な
る
ス
タ
ー
ト
を

　

会
員
の
皆
様
方
に
は

平
素
か
ら
同
窓
会
「
三

敬
会
」
の
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
ご
支
援
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
総
会
に
よ
り
会
長
に
推
挙
さ
れ
た
大
森
文
隆
と

申
し
ま
す
。
会
長
と
し
て
誠
に
大
任
で
あ
り
ま
す
が
、

任
期
在
任
中
は
運
営
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
同
窓
会
は
三
敬
精
神
「
自
己
を
敬
へ
。
他
人

を
敬
へ
。
仕
事
を
敬
へ
」
に
基
づ
き
、
母
校
を
巣
立
っ

た
卒
業
生
に
よ
る
会
で
あ
り
ま
す
。

　

当
初
は
、
高
等
学
校
の
先
生
方
及
び
卒
業
生
が
懸
命

に
開
設
に
努
力
さ
れ
、
学
祖
「
上
野
安
紹
先
生
」
の
建

学
の
精
神
を
引
き
継
ぎ
、
卒
業
生
の
み
な
ら
ず
、
家
族

に
も
普
及
し
て
、
母
校
へ
の
帰
属
意
識
を
高
め
よ
う
と

さ
れ
、
当
時
の
学
校
は
家
族
ぐ
る
み
の
高
等
学
校
と
し

て
知
れ
わ
た
り
ま
し
た
。
現
在
ま
で
設
立
百
年
以
上
の

歴
史
と
伝
統
あ
る
学
校
と
共
に
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
前

進
す
る
同
窓
会
で
あ
り
ま
す
。

  

同
窓
会
﹁
三
敬
会
﹂
の
目
的

　

卒
業
生
、
学
生
、
高
等
学
校
の
先
生
の
方
々
と
の
相

互
間
の
連
絡
を
密
に
し
、
学
校
の
興
隆
発
展
に
協
力
す

る
と
共
に
、
学
生
の
心
身
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑴

栃木県宇都宮市睦町１－４
文星芸大附属高等学校同窓会
ＴＥＬ 028(636)8585
ＦＡＸ 028(633)2321
発行人　大 森　文 隆
平成27年２月27日発行

変
革
と
創
造

会
　
長

大
森
　
文
隆

  

会
の
運
営
に
つ
い
て

　

時
代
の
流
れ
や
会
員
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
運

営
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
行
動
指
針
は
、
「
同
窓
会
の
変
革
と
新
し
い

創
造
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
諸
事
業
を
展
開
し
て
、
一

歩
一
歩
足
場
を
固
め
、
前
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

同
窓
会
の
活
動
は
、
諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ
た
活
動

が
主
体
で
す
が
、
良
さ
を
生
か
し
な
が
ら
同
窓
会
の
満

足
度
の
向
上
を
目
指
し
て
、
平
成
二
十
七
年
度
活
動
計

画
を
実
施
し
、
改
革
・
前
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

明
治
四
十
四
年
の

創
立
以
来
、
本
学
園

は
百
余
年
に
亘
る
歴

史
を
築
き
上
げ
て
き

ま
し
た
。
か
つ
て
の

「
宇
都
宮
学
園
高
等
学
校
」
時
代
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ

の
「
宇
学
」
と
し
て
そ
の
名
を
全
国
に
轟
か
せ
る
と

と
も
に
、
県
内
外
の
経
済
界
を
中
心
に
多
く
の
人
材

を
輩
出
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
十
五

同
窓
会
報
発
刊
に
寄
せ
て

学
校
法
人
宇
都
宮
学
園
理
事
長

上
野
　
憲
示

次
の
一
歩
へ

文
星
芸
術
大
学
附
属
高
等
学
校
長

大
木
　
廣
巳
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ト
ピ
ッ
ク
ス

　

去
る
平
成
二
十
六
年
五
月
三
十
一
日
㈯
午
後
四
時

よ
り
、
文
星
芸
術
大
学
附
属
高
等
学
校
同
窓
会
（
三

敬
会
）
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
昭
和
二
十
三
年
卒
業
の
吉
田
守
邦
様

を
は
じ
め
、
幅
広
い
同
窓
生
の
出
席
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
二
十
五
年
度
事
業
報
告
・
会
計

決
算
報
告
、
平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
案
・
予
算

案
の
審
議
が
な
さ
れ
、
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
十
二
年
間
会
長
と
し
て
奮
闘
さ
れ
て

き
ま
し
た
中
山
御
由
会
長
よ
り
、
勇
退
し
た
い
と
の

申
し
出
が
あ
り
、
後
任
に
大
森
文
隆
さ
ん
が
満
場
一

致
で
、
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
に
お
い
て
は
、
内
山
浩
志
さ
ん
が
司
会
進

行
役
と
な
り
、
会
は
思
い
出
話
に
盛
り
上
が
り
、
楽

し
い
一
時
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

な
お
、
同
窓
会
新
役
員
は
下
記
の
通
り
で
す
。

同
窓
会
役
員

名
誉
顧
問　

阿
久
津　

善　

一
（
30
年
卒
）

　

〃　
　

中　

山　

御　

由
（
35
年
卒
）

参
　
　
与　

吉　

田　

守　

邦
（
23
年
卒
）

　

〃　
　

芦　

澤　
　
　

伸
（
28
年
卒
）

　

〃　
　

藤　

野　

修　

逸
（
36
年
卒
）

会
　
　
長　

大　

森　

文　

隆
（
35
年
卒
）

副
会
長　

角　

田　
　
　

正
（
39
年
卒
）

　

〃　
　

小　

花　

一　

洋
（
56
年
卒
）

　

〃　
　

加　

藤　

明　

男
（
48
年
卒
）

　

〃　
　

大　

和　

勝　

夫
（
52
年
卒
）

　

〃　
　

落　

合　
　
　

満
（
52
年
卒
）

　

〃　
　

藤　

﨑　

則　

之
（
60
年
卒
）

理
　
　
事　

堀　

江　

一　

成
（
53
年
卒
）

　

〃　
　

青　

木　

利　

夫
（
53
年
卒
）

　

〃　
　

近　

藤　

勝　

二
（
35
年
卒
）

　

〃　
　

水　

沼　

宏　

統
（
平
4
卒
）

　

〃　
　

小　

針　

達　

宏
（
35
年
卒
）

　

〃　
　

髙
津
戸　

雄　

飛
（
平
17
卒
）

　

〃　
　

木　

村　

進　

一
（
54
年
卒
）

　

〃　
　

内　

山　

浩　

志
（
53
年
卒
）

　

〃　
　

上　

野　

光　

正
（
50
年
卒
）

　

〃　
　

坂　

本　

哲　

夫
（
50
年
卒
）

　

〃　
　

石　

川　

光　

治
（
56
年
卒
）

　

〃　
　

内　

藤　

秀　

夫
（
60
年
卒
）

　

〃　
　

原　
　
　
　
　

啓
（
47
年
卒
）

　

プ
ロ
野
球
・
東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
の

新
監
督
に
、
本
校
（
宇
都
宮
学
園
高
）
出
身
の

真
中
満
さ
ん
（
44
）
が
就
任
し
ま
し
た
。
在
学

中
の
三
年
生
の
時
、
甲
子
園
に
春
夏
連
続
で
三

番
打
者
と
し
て
出
場
し
、
春
は
ベ
ス
ト
４
に
進

出
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
大
学
を
経
て
、

ド
ラ
フ
ト
三
位
で
ヤ
ク
ル
ト
に
入
団
し
ま
し
た
。

93
年
か
ら
08
年
ま
で
ヤ
ク
ル
ト
の
左
打
ち
の
外

野
手
と
し
て
勝
負
強
い
打
撃
で
活
躍
し
ま
し
た
。

引
退
後
は
二
軍
打
撃
コ
ー
チ
、
二
軍
監
督
を
経

て
、
昨
年
は
一
軍
チ
ー
フ
打
撃
コ
ー
チ
を
務
め

ま
し
た
。
明
る
く
前
向
き
で
そ
し
て
飾
ら
な
い

性
格
が
若
手
か
ら
慕
わ
れ
て
お
り
、
二
年
連
続

最
下
位
に
低
迷
し
た
チ
ー
ム
再
建
を
託
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
、
真
中
満
新
監
督
が
宇
学
（
＝
文
星
芸

大
附
高
）
Ｏ
Ｂ
の
ひ
と
り
と
し
て
、
活
躍
す
る

よ
う
に
心
か
ら
お
祈
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑵

大木廣巳校長と真中満新監督

ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
の

新
監
督
に
真
中
満
氏
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文
星
芸
大
附
属
高
等
学
校
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
たhttp://www.bunsei.ed.jp/

　

同
窓
会
の
情
報
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
準
備

が
整
い
次
第
、
リ
ン
ク
で
き
る
よ
う
に
す
る
予

定
で
す
。

文
星
芸
大
附
属
高
同
窓
会（
三
敬
会
）総
会 

開
催
さ
れ
る
！

文
星
芸
大
附
属
高
同
窓
会（
三
敬
会
）総
会 

開
催
さ
れ
る
！



　

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
な
さ
っ
た
天
野
教
授

の
横
に
い
る
男
性
は
、
本
校
出
身
で
京
都
大

学
大
学
院
工
学
研
究
科
（
電
子
工
学
専
攻
）

在
学
中
の
金か

ね

子こ

光み
つ

顕あ
き

さ
ん
（
24
）
〔
星
が
丘
中

出
身
〕
で
す
。
彼
は
、
日
本
か
ら
毎
年
二
名
の

若
手
研
究
者
を
ノ
ー
ベ
ル
賞
授
賞
式
に
派
遣
す

る
事
業
を
行
う
国
際
科
学
技
術
財
団
の
公
募
で

選
出
さ
れ
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
授
賞
式
に
合
わ
せ
て

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
開
催
さ
れ
た
「
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
国
際
青
年
科
学
セ
ミ
ナ
ー
」
（
Ｓ
Ｉ
Ｙ
Ｓ

Ｓ
）
に
参
加
し
ま
し
た
。
も
う
一
名
は
金
子
さ

ん
と
同
じ
京
都
大
大
学
院
の
女
子
学
生
が
選
抜

さ
れ
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は
米
、
独
、
ロ
シ

ア
な
ど
の
十
八
の
国
と
地
域
の
二
十
四
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
授
賞
式
な
ど
一
連
の
ノ
ー
ベ
ル

賞
公
式
行
事
に
同
席
し
ま
し
た
。
現
地
に
お
け

る
セ
ミ
ナ
ー
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
地
元

の
発
表
会
に
お
い
て
、
自
分
の
テ
ー
マ
で
あ
る

窒
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
ガ
リ
ウ
ム
に
つ
い
て
の
研

究
成
果
を
英
語
で
紹
介
し
、
他
国
の
参
加
者
か

ら
評
価
を
得
た
そ
う
で
す
。
今
後
の
金
子
さ
ん

の
活
躍
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

渉
　
外
　
部

　

同
窓
生
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
渉
外
部
で
は
副

会
長
の
角
田
さ
ん
を
中
心
に
会
員
相
互
の
連
絡
及
び

広
報
活
動
や
新
規
加
入
会
員
の
啓
発
勧
誘
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
に
は
「
創
立
百
周
年
」
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
て
、
こ
れ
か
ら
会
員
と
な
る
後
輩
の

皆
様
を
は
じ
め
社
会
で
ご
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
諸
先

輩
の
皆
様
の
代
表
と
し
て
新
規
加
入
は
勿
論
の
こ
と
、

同
窓
会
役
員
と
し
て
ご
尽
力
頂
け
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
是
非
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
七
日
に
は
第

六
十
七
回
卒
業
生
二
百
九
十
名
の
同
窓
会
入
会
式
が

同
校
体
育
館
に
て
、
同
窓
会
役
員
参
加
の
も
と
実
施

さ
れ
る
予
定
で
、
同
窓
会
ク
ラ
ス
代
表
幹
事
が
以
下

の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

〈
同
窓
会
ク
ラ
ス
代
表
幹
事
〉

　

３
年
１
組　

甲
賀　

優
希　
　

髙
橋　

英
統

　

３
年
２
組　

伊
藤　

寛
人　
　

齋
藤　

浩
介

　

３
年
３
組　

佐
藤　

森
吾　
　

倉
岡　

優
貴

　

３
年
４
組　

舞
木　
　

巧　
　

安
部　

天
斗

　

３
年
５
組　

種
里　

英
男　
　

荒　
　

裕
樹

　

３
年
６
組　

大
橋　

祐
太　
　

伊
藤　
　

城

　

３
年
７
組　

大
橋　

翔
利　
　

丸
山　

友
輔

　

３
年
８
組　

鈴
木　

悠
太　
　

中
山
宏
二
郎

　

３
年
９
組　

土
屋　

皓
仰
　
　
小
池
　
竜
平

　

３
年
10
組　

後
藤　

正
晃　
　

鈴
木　

庸
介

　

３
年
11
組　

安
納　
　

惇　
　

安
達　

佳
宏

　

３
年
12
組　

松
原　

風
希　
　

鈴
木　

汰
一

　

３
年
13
組　

礒
部
涼
太
朗　
　

石
川　

亮
太

　

毎
年
六
月
頃
に
開
催
さ
れ
る
同
窓
会
総
会
及
び
懇

親
会
（
下
野
新
聞
掲
載
）
に
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

〈
渉
外
部
役
員
〉

　
　

部　

長　
　

角　

田　
　
　

正

　
　

副
部
長　
　

堀　

江　

一　

成

　
　
　
　
　
　
　

青　

木　

利　

夫

　
　
　
　
　
　
　

上　

野　

光　

正

　
　
　
　
　
　
　

池　

澤　

昌　

憲

　
　
　
　
　
　
　

（
文
星
附
高
教
諭
）	

	

　

総
　
務
　
部

　

総
務
部
で
は
、
役
員
会
、
代
表
幹
事
会
な
ど
の
通

知
案
内
、
理
事
会
や
総
会
の
司
会
進
行
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
運
営
な
ど
の
ほ
か
、
他
の
部
に
属
さ
な
い

一
切
の
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

〈
総
務
部
役
員
〉

　
　

部　

長　
　

藤　

﨑　

則　

之

　
　

副
部
長　
　

小　

針　

達　

宏

　
　
　
　
　
　
　

内　

藤　

秀　

夫

　
　
　
　
　
　
　

髙
津
戸　

雄　

飛

　

企
　
画
　
部

　

企
画
部
で
は
、
会
報
の
作
成
、
事
業
計
画
の
作
成

と
実
施
、
定
期
総
会
の
計
画
立
案
な
ど
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

〈
企
画
部
役
員
〉

　
　

部　

長　
　

加　

藤　

明　

男

　
　

副
部
長　
　

小　

花　

一　

洋

　
　
　
　
　
　
　

木　

村　

進　

一

　
　
　
　
　
　
　

坂　

本　

哲　

夫

　

組
　
織
　
部

　

組
織
部
で
は
、
卒
業
年
度
Ｏ
Ｂ
会
及
び
地
区
支
部

会
の
推
奨
と
結
成
に
関
す
る
事
項
、
そ
の
他
組
織
に

関
す
る
一
切
の
事
項
を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

〈
組
織
部
役
員
〉

　
　

部　

長　
　

大　

和　

勝　

夫

　
　

副
部
長　
　

近　

藤　

勝　

二

　
　
　
　
　
　
　

内　

山　

浩　

志

　
　
　
　
　
　
　

原　
　
　
　
　

啓

　

会
計
・
会
計
監
査

　

会
計
で
は
、
本
会
の
会
費
出
納
に
関
す
る
事
項
の

ほ
か
、
事
業
費
の
精
算
及
び
賛
助
後
援
の
啓
発
企
画

の
立
案
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

〈
会
　
　
計
〉　

山　

星　

浩　

孝

　
　
　
　
　
　
　

（
文
星
附
高
事
務
長
）

　
　
　
　
　
　
　

水　

沼　

宏　

統

〈
会
計
監
査
〉

　
　

部　

長　
　

落　

合　
　
　

満

　
　

副
部
長　
　

石　

川　

光　

治

　

庶
　
務
　
係

　

庶
務
全
般
に
関
す
る
事
項
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　　

担
当　

山　

口　

和　

正
（
文
星
附
高
教
諭
）

　　

担
当　

南　

木　

和　

喜
（
文
星
附
高
教
諭
）

　　

担
当　

阿　

部　

克　

美
（
文
星
附
高
教
諭
）

　　

担
当　

河　

上　

倫　

典
（
文
星
附
高
教
諭
）

　　

担
当　

丹　

羽　

啓　

介
（
文
星
附
高
教
諭
）

　　

担
当　

小　

口　

一　

夫
（
文
星
附
高
事
務
）	

　

事
　
務
　
局

　

同
窓
会
の
事
務
局
は
学
校
内
に
あ
り
、
常
時
、
事

務
全
般
の
監
督
・
遂
行
を
行
っ
て
お
り
、
Ｏ
Ｂ
会
の

窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
会
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
・
連
絡
は
左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

担
当　

池　

澤　

昌　

憲
（
文
星
附
高
教
諭
）

　
　

担
当　

山　

星　

浩　

孝

　
　

栃
木
県
宇
都
宮
市
睦
町
一
番
四
号

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
二
八
（
六
三
六
）
八
五
八
五

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
二
八
（
六
三
三
）
二
三
二
一

⑶

右から２番目が金子さん（写真：国際科学技術財団提供）

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
式
行
事
に

本
校
卒
業
生
が
同
席

文 星 芸 大 附 属 高 等 学 校 同 窓 会 （ 三 敬 会 ）  第 五 回 会 報

同
窓
会
各
部
紹
介



 

栃
木
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
の
結
果
、

 

７
団
体
が
関
東
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

	

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

	　

県
総
体
優
勝
で
関
東
大
会
へ

１
回
戦　

本
校
76
︱
85
実
践
学
園
（
東
京
）

	

テ
ニ
ス
部

	　

団
体
準
優
勝
で
関
東
大
会
へ

１
回
戦　

本
校
2
︱
1
前
橋
高
校
（
群
馬
）

２
回
戦　

本
校
0
︱
3
大
成
高
校
（
東
京
）

	

柔
道
部

	　

団
体
３
位
で
22
年
連
続
31
回
目
の
関
東
大
会
へ

１
回
戦　

本
校
4
︱
0
東
海
大
付
属
高
輪
台
高
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
）

２
回
戦　

本
校
0
︱
4
水
戸
啓
明
高
校
（
茨
城
）

	

卓
球
部

	　

３
種
目
で
関
東
大
会
へ

団
体　

１
回
戦　

本
校
3
︱
1
実
践
学
園
（
東
京
）

　
　
　

２
回
戦　

本
校
1
︱
3
学
館
浦
安
（
千
葉
）

シ
ン
グ
ル
ス

　

菊
池　

真
登
（
普
通
科
三
年
）　

１
回
戦　

菊
池
3
︱
2
山
田
真
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
更
津
総
合
・
千
葉
）

２
回
戦　

菊
池
3
︱
0
赤
羽
真
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
埼
玉
栄
・
埼
玉
）

３
回
戦　

菊
池
1
︱
3
荒　

正
志（
明
秀
学
園・茨
城
）

　

廣
田　

匠
悟
（
普
通
科
二
年
）　

１
回
戦　

廣
田
3
︱
1
加
藤
健
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
湘
南
工
大
附
・
神
奈
川
）

２
回
戦　

廣
田
2
︱
3
福
島
崇
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
大
八
王
子
・
東
京
）

ダ
ブ
ル
ス

　

安
養
寺
洸
一
・
長
木
駿
弥
組

　
　
　
　
　
　
　

（
と
も
に
普
通
科
二
年
）

１
回
戦　

　

安
養
寺
・
長
木
0
︱
3
島
田
大
輔
・
赤
羽
真
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
埼
玉
栄
・
埼
玉
）

	
剣
道
部

	　

団
体
４
位
で
関
東
大
会
へ

予
選
リ
ー
グ　

本
校
3
︱
1
春
日
部
（
埼
玉
）

　
　
　
　
　
　

本
校
2
︱
1
國
學
院
久
我
山（
東
京
）

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦

　

本
校
1
︱
1
市
立
川
口
（
埼
玉
）
代
表
者
戦
敗
退

	

駅
伝
部

	　

八
〇
〇
ｍ　

畠
山
優
選
手
（
普
通
科
二
年
）

　

３
位
で
関
東
大
会
へ

関
東
大
会
記
録

　

予
選
２
組　

第
６
位　

１
分
56
秒
19

	

陸
上
競
技
部

	　

ハ
ン
マ
ー
投
げ　

金
沢
建
大
選
手（
普
通
科
三
年
）

　

４
位
で
関
東
大
会
へ

関
東
大
会
記
録

　

第
18
位　
　

42
ｍ
24

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

「
２
０
１
４
煌き
ら
め
く
青
春
南
関
東
総
体
」

		

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

	　

Ｉ
Ｈ
予
選　

優
勝
！　

全
国
大
会
へ

　

六
月
二
十
二
日
㈰
栃
木
市
体
育
館
に
て
決
勝
戦
が

行
わ
れ
、
本
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
作
新
学
院

と
対
戦
。

　

前
半
は
リ
ー
ド
を
許
し
厳
し
い
展
開
で
し
た
が
、

第
３
ク
ォ
ー
タ
ー
、
第
４
ク
ォ
ー
タ
ー
で
逆
転
し
ま

し
た
。
一
進
一
退
の
攻
防
を
制
し
、
見
事
優
勝
を
果

た
し
、
２
年
連
続
15
回
目
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を

決
め
ま
し
た
。

１
回
戦　

本
校
75
︱
86
小
林
（
宮
崎
）

	

卓
球
部

	　

廣
田
匠
悟
選
手（
普
通
科
二
年
）Ｉ
Ｈ
出
場
！

　

六
月
七
日
㈯
に
行
わ
れ
た
Ｉ
Ｈ
予
選
シ
ン
グ
ル
の

部
に
本
校
卓
球
部
が
出
場
。
廣
田
選
手
が
準
決
勝
戦

で
敗
退
し
、
全
国
大
会
出
場
権
を
か
け
３
位
決
定
戦

で
鷲
見
選
手
（
作
新
）
を
退
け
、
３
位
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。

シ
ン
グ
ル
ス
１
回
戦

　

廣
田
２
︱
３
力
武
聖
樹
（
佐
賀
商
業
・
佐
賀
）

⑷

運
　
動
　
部

	

将
棋
部

　

団
体
県
予
選
４
戦
全
勝
優
勝
で

　

第
50
回
全
国
高
等
学
校
将
棋
選
手
権
大
会
へ

団
体
戦	

予
選
２
勝
２
敗　

48
チ
ー
ム
中
19
位

　

予
選
１
回
戦　

本
校
1
︱
2
開
成
高
校
（
東
京
）

　

予
選
２
回
戦　

本
校
3
︱
0
玉
名
工
業
（
熊
本
）

　

予
選
３
回
戦　

本
校
2
︱
1
西
大
和
学
園（
奈
良
）

　

予
選
４
回
戦　

本
校
1
︱
2
山
梨
学
院
大
附

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
山
梨
）

　

関
東
高
文
連
将
棋
大
会
県
予
選

　
　

小
林
智
晴
君
（
英
進
科
一
年
）
初
優
勝
！

　

優
勝
し
た
小
林
君
、
３
位
原
田
拓
君
、
４
位
の
岡

本
一
仁
君（
と
も
に
英
進
科
二
年
）の
３
名
が
第
25
回
関

東
地
区
高
等
学
校
文
化
連
盟
将
棋
大
会
へ
出
場
を
果

た
し
ま
し
た
。

予
選
リ
ー
グ

　

小
林　
　
　

２
勝
２
敗　

　

原
田　
　
　

１
勝
３
敗　

　

岡
本　
　
　

１
勝
３
敗

会
長
杯
（
２
敗
者
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）　

　

小
林　

３
勝　
　

優
勝

　

全
国
高
文
連
将
棋
新
人
大
会
県
予
選

　
　

福
田
雄
太
君
（
普
通
科
一
年
）
初
優
勝
！

　

優
勝
し
た
福
田
君
は
、
第
23
回
全
国
高
等
学
校
文

化
連
盟
将
棋
新
人
大
会
へ
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

予
選
２
勝
２
敗　
　

97
名
中
48
位

　

予
選
１
回
戦　

負
け　

対　

山
澤
宗
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
千
代
東
・
千
葉
）

　

予
選
２
回
戦　

勝
ち　

対　

土
切
勝
滋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
静
岡
学
園
・
静
岡
）

　

予
選
３
回
戦　

勝
ち　

対　

田
中
瑞
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
留
萌
・
北
海
道
）

　

予
選
４
回
戦　

負
け　

対　

竹
内
大
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
山
梨
学
院
大
附
・
山
梨
）

文
　
化
　
部
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平
成
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年
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各
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大
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結
果
報
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平
成
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年
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各
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大
会
結
果
報
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